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BASF、designfabrik®（デザインファブリーク）がミラノ
デザインウィークに参加 

 「Wunderkammer」（好奇心のキャビネット）をテーマに展示会を  
開催 

 「1865 - Inspired by history」：19 世紀の製品を現代の BASF の

プラスチックを使用して再構築 

創立 150 周年を迎える BASF は、素材とデザインに関する用途開発の

促進やアイデアを提供するデザインプラットフォーム「designfabrik®」（デ

ザインファブリーク）がミラノデザインウィークに参加することを発表しまし

た。ミラノ国際家具見本市（ミラノサローネ）の開催期間中（2015 年 4 月

14 日～19 日）、ミラノ市内ブレラ地区「La Posteria」カスタムホールで展

示会を開催します。 

BASF はデザイナーチーム DING3000 の協力を得て、素材のほか視覚

的なトリックやアイデアで、BASF 創立の 1865 年と、最新の先端素材と

の融合を表現します。会場では、designfabrik®の専門家が、最適な素

材の提供やカラートレンドについての提案も行います。 

「Wunderkammer」（好奇心のキャビネット）がテーマ 

展示は、中世のヨーロッパで様々な珍品を集めた博物陳列室

「Wunderkammer（英語では cabinet of curiosity ）」（好奇心のキャビネ

ット）というテーマで開催します。BASF の素材と技術を利用した製品であ

るアディダスのスポーツシューズや Vitra、Brunner、Interstuhl 各社のデ

ザイナーズチェアなどが、来場者を驚かせるような形で展示されます。こ

れは目の錯覚によって、展示物と来場者が印象的なパズルの絵の中に
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溶け込んでいくような展示となっており、19 世紀の見本市でよく見られた

ような、マジックとイリュージョンの遊びを再現します。 

「1865- Inspired by History」 

「1865- Inspired by History」の展示セクションでは、BASF が創設された

時代に焦点を当てています。来場者には、DING3000 が構想した、路上

走行に適した現代的な電動自転車、「Concept 1865」をご覧いただくこと

ができます。また、「1865- Inspired by History」というテーマのもと、

designfabrik®はシュトゥットガルトの若いデザイナー12 人を招き、産業化

時代のインスピレーションを追求します。彼らは当時の日用品を吟味し、

これらを現代に甦らせるために最新の素材をどのように利用できるかの

構想を描いてきました。その成果として、ミツバチの巣箱や機械式のキッ

チン用品、さらには往年の英国式のアウトドアゲームの現代版など、12

の新たなインスピレーションを提供します。 

また、designfabrik®チームは素材や製造プロセスについてのアドバイス

を提供し、BASF のお客様がアイデアやプロジェクトを実現、成功させら

れるようサポートいたします。 

詳細については www.designfabrik.basf.com をご覧ください。 

 
 
■BASF について 
BASF（ビーエーエスエフ）は 2015 年、創立 150 周年を迎え、これまで以上に化学でい

い関係をつくっていきます。製品ラインは、化学品、プラスチック、高性能製品、農業関

連製品、石油・ガスと多岐にわたっています。BASF は、世界をリードする化学会社とし

て、経済的な成功、社会的責任、そして環境保護を同時に実現しています。また、BASF
は科学とイノベーションを通して現代社会や将来のニーズを提示しながら、ほぼすべて

の産業のお客様を支援しています。BASF の製品とソリューションは、資源の確保に貢

献し、栄養価の高い食品を提供するとともに、生活の質の向上に寄与しています。

BASF は「私たちは持続可能な将来のために、化学でいい関係をつくります」を企業目

標に掲げ、これらの活動を実施しています。2014 年の売上は約 740 億ユーロで、従業

員数は約 11 万 3000 人です。BASF の詳しい情報は、www.basf.com（英語）、

newsroom.basf.com（英語）、www.japan.basf.com（日本語）をご覧ください。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


